
ア
メ
リ
カ
に
わ
け
ろ
労
働
組
合
の
特
質
と

　
　
　
　
　
　
　
　
協
約
の
パ
タ
ー
ン
に
つ

、

）

て

森
　
　
川

信

組
合
活
動
と
労
働
法
規

　
ア
メ
リ
カ
の
労
働
組
合
に
は
、
産
業
別
組
合
、
職
業
別
組
合
及
び
狼
立
組
合
等
が
あ
る
が
、
地
方
単
位
組
合
■
◎
ｇ
Ｈ
ｑ
ま
旨
が

連
合
体
を
組
織
し
て
全
国
組
合
オ
ま
◎
§
Ｈ
箏
ま
昌
の
彩
態
を
と
る
と
こ
ろ
の
所
謂
グ
ラ
ス
・
ル
ー
ト
的
宵
毒
。
。
；
ｇ
な
健
全
な

も
の
と
、
最
初
に
全
国
組
含
が
で
き
て
、
下
部
組
織
を
そ
の
傘
下
に
連
合
体
と
し
て
統
合
す
る
不
健
全
な
も
の
と
の
二
型
態
が
あ
る
。

　
全
国
組
合
の
う
ち
に
は
、
一
八
八
六
年
ゴ
ン
パ
ー
ス
ｏ
ｏ
蟹
昌
色
（
｝
◎
旨
潟
易
（
Ｈ
０
◎
８
－
１
宕
違
）
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
労

働
総
同
盟
≧
罵
ユ
ｏ
彗
弓
＆
胃
き
◎
一
・
ｏ
二
・
争
冒
通
称
Ａ
・
Ｆ
・
Ｌ
・
及
び
一
九
三
八
年
Ａ
・
百
・
Ｌ
か
ら
独
立
し
ジ
ヨ
ン
・
ル
イ

ス
を
初
代
会
長
と
す
る
産
業
別
組
織
会
議
Ｃ
・
１
・
Ｏ
・
Ｏ
◎
目
零
霧
。
。
◎
口
邑
易
ユ
肖
９
困
彗
一
§
ま
勇
の
二
大
連
合
体
の
ぼ
か
、
独

立
組
合
Ｈ
邑
｛
彗
箒
鼻
弓
ま
◎
舅
が
あ
っ
て
経
営
者
側
と
団
体
交
渉
を
行
い
、
組
織
の
力
を
利
用
し
て
対
抗
し
て
い
る
。
大
体
中
央

集
権
的
な
統
制
方
式
を
と
る
の
が
特
色
で
あ
る
。

　
全
国
組
合
に
地
方
単
位
組
合
の
所
属
す
る
比
率
を
み
る
な
ら
ば
（
次
頁
図
表
参
照
）
二
大
連
合
体
の
勢
力
の
消
長
を
見
る
こ
と
が

　
　
ア
メ
リ
カ
侭
お
け
る
労
働
組
含
の
特
質
と
協
約
の
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
（
森
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
九
（
七
八
三
）



並
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
策
五
・
六
号
）

％
７
０

●Ｌ
「
・

ＪＡ

８
２

●Ｌ

「
↓
．

１
一

Ａ

仰
５
１

９

１
Ｌ
０
・
Ｗ

Ｊ
工
Ｋ

Ａ
　
Ｃ
Ｌ

ｒ
，
１
１
、

年卿
螂
螂

１
■
　
　
１
■
　
　
１
１

蛇
●Ｌ●

Ｆ
一

Ａ

３
５

●

０

１
一

■

Ｃ

１
９

●１
ＷＴＩ

｛

０５９１

Ｓｒｅｋｏ
ｒＷ

ｅ
ｅ酎耐北

ｅ
ｎ叩“Ｊ

．
．

ｖハＥ

１
一

）ｙ
ａ

Ｗｎ且Ｒ（

　
　
｛
、
∴

二
五
〇
（
七
八
四
）

で
き
る
。

　
政
治
に
二
大
政
党
の
存
在
す
る
如
く
、
労
働
組
合
に
も
、
二
つ
の
全
国
組
合
が
あ
っ
て
、

組
合
を
民
主
的
に
運
営
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

　
先
づ
一
九
二
九
年
以
降
の
組
合
活
動
と
労
働
法
規
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
労
働
法
規
が
労
働
運
動
の
伸
張
に
多
大
の
恩
恵
を
与
え
た
こ
と
は
事
実
で

あ
る
。
一
九
三
二
年
共
和
党
の
フ
ー
ダ
ァ
ー
目
９
訂
具
Ｏ
・
目
８
く
９
（
Ｈ
０
◎
べ
ら
ー
　
　
）
か

ら
民
主
党
の
ロ
ー
ズ
ウ
ヱ
ル
’
ト
岸
彗
匡
弐
ｄ
．
ズ
ｏ
暮
薯
ｏ
Ｈ
け
（
Ｈ
０
０
０
．
Ｎ
－
岩
畠
）
に
バ
ト
ン

が
渡
る
や
一
九
二
九
年
以
降
の
米
国
経
済
の
不
況
克
服
の
た
め
、
翌
三
三
年
全
国
産
業
復

興
法
が
公
布
さ
れ
た
。

　
こ
の
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｚ
葦
◎
曇
Ｈ
Ｈ
己
豪
ま
昌
ズ
８
◎
き
｛
声
９
を
中
心
と
す
る
労
働
政
策
は
失
業
の
救
済
と
購
買
力
の
増
加
を
図
ろ

う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
’
の
景
気
回
復
策
の
一
環
と
し
て
（
都
留
重
人
、
ア
メ
リ
カ
経

済
の
発
展
一
五
四
頁
、
）
著
名
で
あ
る
。

　
一
九
三
一
－
二
年
に
か
け
て
組
合
運
動
は
む
し
ろ
防
衛
的
闘
争
ノ
し
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
一
九
三
三
年
に
は
賃
上
と
組
合
の
承
認
の

二
大
目
標
を
か
か
げ
て
積
極
的
な
運
動
を
展
開
し
始
め
た
。
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
は
一
九
三
五
年
五
月
二
十
五
日
違
憲
の
宣
告
を
う
け
た
が
チ

ェ
ー
バ
ー
レ
ン
教
授
の
指
摘
す
る
如
く
そ
の
第
七
条
Ａ
頃
に
、
団
体
交
渉
（
〕
ｃ
一
Ｈ
９
～
ｏ
ま
曇
ま
一
一
暴
を
規
定
し
、
こ
れ
を
法
的
に

確
認
し
た
点
に
お
い
て
特
筆
に
価
す
る
。
（
（
一
ぎ
旨
冨
÷
一
ぎ
ｚ
．
１
く
∴
（
一
〇
寿
・
矛
・
事
轟
一
ま
一
星
）

、
－
一
ざ
；
ま
；
；
己
畠
け
き
Ｈ
寄
８
き
｛
＞
９
・
；
り
・
。
・
。
｝
二
房
Ｏ
．
８
ま
旨
べ
（
・
）
考
；
ニ
ニ
３
・
孝
毒
・
｛
－
；
・
；
長
乏
暮



　
・
Ｈ
；
サ
ニ
・
－
・
昌
＆
８
ま
吻
・
｛
婁
・
８
旨
潟
葦
昌
冒
邑
８
巨
邑
箏
・
２
豪
二
旨
ま
一
争
聲
勺
Ｈ
｛
婁
窒
暮
彗
冨
｛
旨
：
・

　
｛
巨
實
箒
屋
ま
亭
一
Ｈ
鶉
け
；
｛
■
冒
８
胃
８
¢
旨
貝
◎
｝
ｏ
黎
考
一
さ
。
・
◎
■
恒
－
；
◎
◎
轟
彗
｛
Ｎ
ｏ
｛
§
げ
青
胴
え
邑
目
胴
弓
昌
勺
◎
。
・
窃
．
（
○
麦
冒
げ
胃
Ｈ
邑
三

　
勺
』
８
）

　
一
九
三
五
年
全
国
労
働
関
係
法
オ
註
ｏ
星
Ｈ
に
亭
冒
■
９
黒
｛
◎
豪
＞
ｇ
（
別
名
フ
グ
ナ
ー
法
考
品
罵
『
ト
ｇ
）
が
立
法
化
さ
れ
た
。

一
九
三
七
年
ワ
グ
ナ
ー
法
が
大
審
院
、
て
合
憲
性
の
判
決
を
う
け
て
以
来
、
経
営
者
側
も
漸
次
組
合
の
承
認
を
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ

た
。　

一
九
四
〇
１
一
年
に
は
国
防
生
産
が
開
始
さ
れ
、
物
価
は
騰
勢
の
一
途
を
た
ど
り
、
ス
ト
も
増
加
し
て
き
た
。
一
九
四
二
年
に
な

る
と
戦
時
経
済
に
入
り
、
労
資
双
方
は
非
常
手
段
に
訴
え
な
い
暗
黙
の
領
解
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
ス
ト
が
増
加
し
、

戦
争
の
後
半
に
は
、
そ
の
数
と
し
て
は
最
高
に
達
し
た
。
一
九
四
六
年
は
そ
の
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
。
物
価
統
制
の
撤
廃
は
、
賃
銀
が

物
価
の
騰
勢
に
遣
随
で
き
な
く
な
り
、
山
猫
争
議
も
鏑
り
に
発
生
し
た
。

　
一
九
四
七
年
ト
ル
ー
マ
ン
政
府
に
よ
っ
て
立
法
化
さ
れ
た
も
の
に
、
労
資
関
係
法
ご
き
昌
旨
彗
品
ｐ
見
巨
穴
ｏ
Ｈ
葦
◎
舅
＞
ｇ
（
別

名
タ
フ
ト
・
ハ
ー
ト
レ
ー
法
一
一
一
奉
山
ま
邑
｛
＞
ｇ
）
が
あ
る
。
さ
き
の
ワ
グ
ナ
ー
法
に
不
明
確
な
点
を
明
確
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
ワ
グ
ナ
ー
法
、
タ
フ
ト
・
ハ
ー
ト
レ
ー
法
は
と
も
に
労
働
法
規
が
成
文
法
と
し
て
確
認
さ
れ
た
点
に
お
い
て
、
こ
れ
叉
特
筆
す
べ

き
も
の
で
あ
る
。

　
連
邦
政
府
は
こ
れ
ら
本
質
的
な
労
働
法
規
に
加
う
る
に

　
安
全
保
健
の
問
題
ｏ
０
２
軍
＼
三
己
；
ｇ
ま
一
　
掃
人
、
子
供
の
就
業
オ
ｏ
冒
彗
嘗
三
（
ま
Ｅ
・
¢
一
二
一
二
己
；
呉
　
賃
銀
と
就
業
時
間

ミ
墨
ｏ
彗
Ｑ
＝
２
畠
　
団
体
交
渉
○
◎
亭
・
葦
・
崖
彗
霊
乏
長
　
労
資
の
紛
争
Ｈ
己
秦
ま
二
ま
…
一
婁
　
社
会
保
障
ｏ
ｏ
８
三
〇
ｃ
８
膏
ミ

　
　
ア
メ
リ
カ
に
拍
け
る
労
働
組
合
の
特
質
と
協
約
の
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
（
森
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
一
（
七
八
五
）



　
　
．
立
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
五
・
六
号
）
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
二
（
七
八
六
）

等
に
関
す
る
諾
種
の
問
題
に
介
入
し
て
い
る
。

　
特
に
杜
会
保
障
の
立
場
か
ら
（
一
九
三
五
年
　
杜
会
保
障
法
制
定
）
、
退
職
金
ズ
、
ユ
、
。
旨
。
目
－
民
、
、
一
、
睾
。
。
お
よ
び
、
年
金
、
。
目
匡
。
箏

０
Ｄ
岩
冨
旨
が
最
も
間
題
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
重
大
な
国
家
政
策
に
関
係
あ
る
問
題
と
い
っ
て
差
支
な
い
。

　
リ
ー
ク
教
授
の
指
摘
す
る
如
く

　
１
一
ざ
奏
ユ
◎
豪
勺
げ
婁
鶉
ｏ
｛
け
一
５
Ｈ
き
冒
弓
◎
呂
¢
旨
８
｛
ミ
一
膏
ｏ
目
◎
屋
彗
ｑ
旨
。
、
。
、
旨
、
暮
。
、
。
｛
８
目
。
。
、
、
け
。
○
。
く
、
、
目
冒
。
目
Ｆ

　
（
－
〇
一
昌
二
一
．
－
」
雷
７
（
ざ
き
Ｈ
巨
見
巨
彗
｛
Ｈ
・
き
ｏ
二
■
穿
ｏ
ｑ
ま
冨
ｏ
ｏ
つ
葦
窃
声
く
・
峯
、
、
げ
蟹
、
け
亭
ｏ
。
・
宕
竃
）

　
「
今
日
労
働
問
題
は
あ
ら
ゆ
る
角
度
に
お
い
て
、
益
六
政
治
的
な
関
係
を
も
っ
て
き
た
」
こ
と
は
事
実
ノ
し
、
労
働
関
係
の
諾
問
題

の
若
干
の
研
究
対
象
は
、
そ
の
重
点
を
経
済
学
よ
り
政
治
学
に
移
行
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
。
近
来
、
国
家
非
常
事
態
の
罷

業
７
き
◎
冒
Ｈ
■
旨
¢
轟
ｇ
｛
ｏ
・
匡
ぎ
が
与
論
と
不
可
分
の
関
係
を
も
つ
て
い
る
の
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ス
ト
は
国
家
の
重

要
産
業
、
公
益
公
共
事
業
の
ス
ト
を
指
し
、
年
間
数
次
起
る
の
で
、
及
ぼ
す
影
響
力
の
重
大
な
た
め
に
、
与
論
の
圧
力
が
加
わ
り
つ

つ
あ
る
。
ト
ル
ー
マ
ソ
大
統
領
は
一
九
五
二
年
七
月
十
七
Ｒ
の
年
央
経
済
報
告
に
お
い
て
、
国
家
非
常
時
に
お
け
る
製
鋼
業
の
紛
争

に
言
及
し
「
あ
る
種
の
仕
事
の
停
止
は
国
家
全
体
の
利
益
に
影
響
す
る
と
こ
ろ
極
め
て
大
で
あ
る
か
ら
、
同
復
し
難
い
損
害
の
生
ず

る
前
に
、
仕
事
を
再
開
さ
せ
る
何
等
か
の
方
法
が
講
ぜ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
っ
て
い
る
。

　
ス
ペ
ン
グ
ラ
ー
教
授
は
こ
れ
に
関
連
し
て
「
公
共
の
も
の
は
例
外
で
あ
る
が
、
ス
ト
を
禁
止
す
る
こ
と
は
、
悪
い
影
響
が
あ
る
か

ら
好
ま
し
く
な
い
」
と
い
っ
て
い
る
。

団
　
体
　
交

渉
Ｏ
◎
巨
０
９
～
Ｏ
｝
ヨ
．
胴
Ｐ
Ｈ
邑
箏
ヴ
ｑ



　
団
体
交
渉
は
通
常
、
労
働
協
約
締
結
の
た
め
の
平
和
的
交
渉
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
労
資
共
に
確
実
な
調
査
資
料
に

基
い
て
団
体
交
渉
に
あ
た
る
。
組
合
は
団
体
交
渉
を
行
う
に
あ
た
つ
て
は
、
共
通
の
目
的
を
も
つ
と
は
い
え
、
組
合
員
の
職
種
・
地

理
的
な
関
係
、
年
令
等
に
よ
つ
て
多
少
の
相
違
が
生
ず
る
。
例
え
ば
老
年
労
働
考
は
、
主
と
し
て
年
金
に
、
音
壮
年
労
働
者
は
主
と

し
て
賃
銀
引
上
げ
に
関
心
を
示
し
て
い
る
。

　
し
か
る
に
何
れ
の
場
合
を
と
わ
ず
組
合
は
短
期
的
な
間
題
　
ｏ
〇
一
さ
昌
宍
昌
・
に
関
心
を
も
つ
と
い
え
る
。
こ
れ
は
次
の
二
つ
の
見
解

か
ら
出
発
し
て
い
る
。

　
Ｈ
　
賃
銀
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、
賃
銀
の
引
上
げ
は
当
然
製
品
の
価
格
の
騰
貴
を
来
す
訳
で
「
組
合
斡
部
・
経
営
者
と
も
に
賃

上
げ
に
よ
つ
て
、
ひ
き
お
こ
す
物
価
騰
貴
に
つ
い
て
は
共
通
の
白
覚
」
（
（
竺
げ
量
亭
一
＞
旨
０
ユ
Ｏ
彗
Ｏ
Ｐ
貝
葦
吻
員
甲
お
“
）
を
も
っ

て
い
る
が
、
他
の
組
合
が
漸
次
、
賃
上
げ
の
要
求
を
す
る
際
に
は
、
同
様
に
歩
調
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・

　
白
　
賃
上
げ
は
雇
用
の
滅
少
を
招
来
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
賃
銀
の
切
下
げ
を
行
っ
て
も
、
雇
用
の
増
大
は
困
難
で
あ
る
か
ら
・

自
然
、
賃
銀
の
引
上
げ
を
要
求
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
団
交
の
当
事
者
は

　
（
夢
）
　
ｏ
ｏ
ぎ
阻
、
崇
、
旨
（
ｏ
ｏ
サ
牡
¢
曽
彗
け
）
　
（
単
一
企
業
体
、
或
は
工
場
）

　
（
げ
）
　
Ｈ
、
ト
一
暮
、
、
目
弓
。
Ｈ
Ｈ
◎
ま
轟
　
（
一
つ
の
型
に
遣
随
す
る
団
交
の
方
法
）

　
（
。
）
　
；
一
一
民
．
雲
老
Ｈ
◎
岩
・
　
（
多
数
の
経
営
者
が
団
交
の
当
事
者
と
な
る
）

の
何
れ
を
と
わ
ず
、
経
営
者
側
に
は
人
事
課
乃
至
労
働
関
係
課
】
、
¢
昌
昌
罵
二
）
一
＜
家
昌
を
お
い
て
い
る
。
尚
大
企
業
体
に
お
い
て

は
副
社
長
が
団
交
の
当
事
者
に
な
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
こ
牝
ら
の
企
業
体
で
は
生
産
、
配
給
部
門
よ
り
も
労
働
部
門
を
よ
り
高
い

　
　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
労
働
組
合
の
特
質
と
協
約
の
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
（
森
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
三
（
七
八
七
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
四
（
七
八
八
）

　
　
　
立
命
館
経
済
挙
（
第
一
巻
・
第
五
．
六
号
）

と
こ
ろ
に
お
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
如
何
に
団
体
交
渉
を
重
．
視
し
、
摩
擦
の
な
い
生
産
を
行
い
、
人
間
労
働
を
最
高
度
に
利
用
す

る
た
め
汽
人
間
関
係
的
見
地
を
と
り
入
れ
た
労
働
管
理
方
策
蓄
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
が
明
匿
わ
か
る
。
後
述
す
る
ゼ
ネ

ラ
ル
．
下
て
の
労
働
協
約
で
わ
か
る
圭
り
、
労
働
協
約
が
詳
細
な
、
具
体
性
を
も
つ
た
規
定
を
盛
つ
て
書
「
協
約
に
よ
る

賃
率
を
明
確
に
す
る
こ
と
藁
幹
と
し
、
そ
の
上
に
、
自
立
的
蕃
争
、
苦
借
処
理
機
関
を
菩
、
協
約
処
定
事
項
に
関
し
て
は
原

則
と
し
て
争
議
行
為
を
行
わ
き
が
・
奮
ざ
る
場
合
は
争
議
に
よ
一
て
解
決
す
る
と
い
う
性
格
董
つ
も
の
で
あ
る
、
一
一
藤
田
若

雄
　
法
律
時
報
一
九
五
二
年
九
月
号
）
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
更
に
叉
そ
の
争
議
行
為
は
・
ガ
ル
ブ
レ
ー
ス
教
授
に
よ
れ
ば
一
一
ざ
昌
｛
昌
◎
毫
易
、
。
。
｛
け
。
。
、
。
尋
。
、
嘗
。
。
串
。
。
。
■
。
、
、
｛
Ｈ
曽
げ
。
、
け
。

麦
◎
一
量
曇
暮
募
二
自
事
声
二
§
一
§
；
ユ
庁
二
己
自
麦
け
一
昌
け
・
、
け
、
、
自
け
、
、
く
津
葦
目
竃
。
考
。
、
一
。
。
げ
、
一
目
胴

邑
量
：
…
…
…
「
労
働
粗
合
は
労
働
の
売
手
と
し
て
、
そ
の
買
手
た
る
経
営
者
に
対
抗
す
る
。
偶
発
す
る
ス
ト
ラ
ィ
キ
は
こ

の
対
抗
勢
力
一
均
衡
力
一
の
ひ
と
つ
の
表
示
で
あ
る
」
と
い
っ
て
書
、
更
墨
ん
で
、
同
教
授
は
「
乗
主
義
の
霧
を
待
望
す

る
デ
ー
リ
．
ワ
ー
カ
ー
紙
弓
ざ
ｄ
邑
｝
考
◎
寿
２
は
、
こ
の
よ
う
な
資
本
主
義
生
産
の
恒
常
的
な
、
健
在
の
明
白
な
証
明
に
た
い

．
し
て
、
後
侮
す
る
。
て
あ
ろ
う
」
（
０
２
亭
量
｛
亭
二
一
・
冨
べ
）
と
結
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
苦
情
処
理
？
げ
く
彗
８
窄
◎
・
＆
言
Ｏ

　
　
ア
メ
リ
カ
の
労
働
協
約
の
九
割
は
苦
情
処
理
の
条
頃
を
入
れ
て
い
る
（
Ｇ
・
Ｍ
・
九
条
乃
至
五
十
五
条
）
労
働
協
約
の
運
営
に
お

　
い
て
・
最
も
重
要
な
も
の
は
そ
の
適
用
、
解
釈
か
ら
お
こ
る
苦
惜
処
理
で
あ
る
こ
こ
の
機
関
を
通
じ
て
不
平
不
満
が
処
理
さ
れ
る
か

　
ら
で
あ
る
・
勿
論
あ
る
も
の
は
人
事
権
、
経
営
権
に
属
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
主
と
し
て
解
釈
、
適
用
の
喰
違
い
の
あ
る
場
合
、
一



■

応
の
規
定
弓
◎
・
旨
ら
－
、
；
・
＆
一
毒
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
。
一
股
帥
に
ば
四
段
階
杜
ｏ
ｏ
冨
場
の
争
陳
が
あ
る
、

　
声
）
■
冒
ｐ
ｏ
岩
¢
昌
○
。
箒
き
己
彗
己
弓
◎
５
旨
彗
組
合
員
は
文
書
を
も
っ
て
、
或
は
叉
口
頭
で
職
場
委
員
ｏ
ｏ
け
署
彗
｛
を
通
じ
て

職
長
司
ｏ
８
旨
彗
に
交
渉
さ
せ
る
。

　
民
）
　
Ｏ
巨
・
｛
○
０
８
墨
己
◎
｛
Ｈ
）
２
一
Ｆ
彗
巳
ｏ
○
毛
邑
巨
¢
己
９
一
け
◎
二
Ｕ
｛
け
．
職
場
委
員
長
と
部
長
と
交
渉
す
る
。

　
ｏ
）
　
雪
彗
二
ま
薯
彗
ｓ
（
い
◎
旨
冒
ま
ｇ
彗
ら
匡
彗
“
書
旨
２
零
Ｈ
苦
情
委
員
会
と
工
場
長

　
Ｏ
）
崖
彗
【
（
キ
ざ
奏
目
８
０
◎
旨
旨
奉
塞
冒
乞
等
一
◎
目
邑
箏
邑
ｏ
－
－
勾
¢
冒
９
昌
黄
ユ
き
彗
巳
－
－
塞
｛
◎
｛
Ｏ
◎
冒
勺
竃
＼
（
－
、
Ｈ
易
匡
ｏ
巨
）
全

国
組
合
の
代
表
、
社
長
等
を
入
れ
た
苦
惜
委
員
会

　
第
一
段
階
、
第
二
段
階
で
解
決
せ
ぬ
場
合
、
第
三
、
第
四
段
階
に
行
く
わ
け
で
あ
る
。
第
四
段
階
に
お
い
て
も
解
決
せ
ぬ
場
合
は

最
終
の
解
決
方
法
で
あ
る
「
第
三
者
」
の
伸
裁
に
附
す
る
。

　
要
す
る
に
苦
情
処
理
の
制
度
的
実
効
は
、
苦
惜
処
理
に
通
じ
た
第
三
者
で
あ
る
。
常
任
有
給
の
仲
裁
者
ま
旨
彗
９
旨
宕
雲
冒
箒
ｏ
『

（
協
約
の
有
効
期
間
中
、
常
任
．
の
意
。
最
近
は
仲
裁
者
の
五
割
は
常
任
で
あ
る
）
若
し
く
は
臨
時
の
仲
裁
者
邑
ぎ
Ｏ
キ
ヨ
旨
黒
冒
の

最
終
的
決
定
に
委
ね
て
、
合
理
性
の
故
に
、
準
司
法
的
な
ｐ
一
婁
二
目
亀
ｏ
邑
解
決
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
Ｇ
Ｍ
の
長
文
に
亘
る
苦
惜
処
理
条
頃
は
　
Ｈ
制
度
の
段
階
の
明
確
な
規
定
　
白
伸
裁
者
の
専
門
的
裁
定
　
嘗
協
約
の
内
容
が
詳
細
、

且
つ
具
体
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

　
ア
メ
リ
ヵ
に
お
い
て
、
私
的
な
仲
裁
協
会
＞
旨
邑
ｏ
彗
苧
事
量
ユ
◎
目
ぎ
。
。
◎
〇
一
筆
昌
の
リ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
仲
裁
者
の
顔
ぶ
れ
は

引
退
し
た
教
授
、
実
業
家
、
弁
護
士
等
が
お
り
、
こ
の
リ
ス
ト
の
中
か
ら
双
方
好
ま
し
く
な
い
人
物
を
消
し
去
り
最
後
の
人
に
依
頼

す
る
場
合
が
あ
る
。
ノ
ー
ス
・
ヵ
ロ
ラ
ィ
ナ
オ
◎
・
手
Ｏ
彗
◎
｝
墨
州
で
は
州
の
伸
裁
協
会
が
あ
っ
て
、
そ
の
名
簿
の
順
序
に
伸
裁
人

　
　
ア
メ
リ
カ
に
拍
け
る
労
働
組
合
の
特
質
と
協
約
の
パ
タ
ー
ン
に
１
つ
い
て
（
森
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五
五
（
七
八
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
五
・
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
六
（
七
九
〇
）

１
を
依
頼
し
問
題
を
解
決
し
て
い
る
。
費
用
は
労
資
折
半
で
あ
る
。
伸
裁
人
は
号
字
邑
§
；
老
葦
で
あ
る
こ
と
が
不
可
欠
の
条
件
で

は
な
い
が
双
方
と
も
に
専
門
の
伸
裁
者
を
拝
む
よ
う
に
な
り
、
経
営
者
側
は
弁
護
士
を
、
組
合
側
は
大
学
教
授
を
選
ぶ
傾
向
が
強
ト
。

　
通
常
、
公
聴
会
目
ｇ
ユ
品
で
事
実
の
認
定
を
行
ケ
。
伸
裁
者
の
資
格
と
し
て
産
業
全
体
の
詳
細
な
知
識
、
職
務
分
析
、
賃
銀
支

払
方
法
等
の
知
識
が
必
婁
で
あ
る
が
、
そ
の
裁
定
は
公
正
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
。

　
苦
惜
処
理
の
問
題
に
関
連
し
て
は
、
ス
ト
ラ
ィ
キ
は
お
こ
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
賃
銀
、
労
働
時
間
、
年
金
等
に
対
し
て
協
約
の

更
新
期
に
お
い
て
、
組
合
の
要
求
が
承
認
さ
れ
ぬ
場
合
、
ス
ト
に
突
入
す
る
の
で
あ
る
。

　
ス
ト
ラ
ィ
キ
の
傾
向
、
そ
の
解
決
の
鍵
を
に
ぎ
る
与
論
え
の
ア
ピ
ー
ル
に
つ
い
て
は
節
を
改
め
て
書
い
て
見
る
こ
と
と
す
る
。

●

　
生
産
性
と
意
思
の
疎
通
ま
箒
・
Ｏ
◎
冒
旨
；
｛
ｏ
葦
ｏ
目
に
つ
い
て
。

　
先
づ
労
働
組
合
が
生
産
性
に
如
何
な
る
影
響
を
与
え
た
か
。
結
論
を
い
う
な
ら
ば
、
合
衆
国
に
お
い
て
は
労
働
組
合
が
労
働
能
率

を
増
進
し
、
生
産
性
に
好
影
響
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
巨
大
な
生
産
力
機
構
に
よ
る
高
率
生
産
性
と
復
雑
な
ぎ
冒
彗
ｏ
量
２
を
も
つ
産
業
組
織
の
中
に
あ
っ
て
、
個
別
的
な
労
働
者
は

大
機
模
の
経
営
者
と
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
労
働
者
が
団
結
し
て
経
営
者
に
、
断
続
的
に
圧
力
を
加
え
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
な
ら
ば
、
技
術
的
進
歩
の
果
実
の
割
前
に
預
り
、
経
営
者
の
利
潤
を
変
え
て
、
労
働
者
の
賃
銀
、
俸
給
に
な
し
う
る
「
労
働
組

含
は
対
抗
勢
力
Ｏ
◎
；
奪
き
享
あ
－
、
ｏ
毒
・
に
支
配
さ
れ
る
杜
会
に
お
い
て
は
一
つ
の
必
要
ー
な
成
分
で
あ
る
」
（
Ｏ
曹
亭
量
事
一
＞
旨
－

○
ユ
ｏ
彗
Ｏ
｛
ま
豪
冒
）
と
、
ガ
ル
ブ
レ
ー
ス
教
授
が
労
働
組
合
の
役
割
を
述
べ
て
い
る
通
り
、
ア
メ
リ
カ
の
労
働
組
合
運
動
は
Ａ
・

Ｆ
・
Ｌ
・
、
Ｃ
・
１
・
Ｏ
何
れ
も
原
則
的
に
資
本
主
義
を
認
め
、
そ
の
な
か
で
、
彼
等
の
生
活
－
状
態
の
改
善
を
１
あ
ち
ゆ
る
場
合
牝
努



力
し
て
い
る
、
Ａ
．
Ｆ
．
Ｌ
．
ほ
ど
の
保
守
性
は
な
い
が
、
Ｃ
・
１
・
Ｏ
・
と
い
え
ど
も
そ
の
運
動
方
針
ば
於
し
で
急
進
的
と
ば
い

い
が
た
く
、
経
済
斗
争
第
一
主
義
で
あ
つ
て
、
メ
ィ
ヨ
ー
竃
｛
◎
ス
ペ
ン
グ
ラ
ー
ｏ
Ｏ
ｏ
ｇ
色
雪
等
の
指
摘
す
る
如
く
、
労
資
関
係

は
、
そ
の
関
心
の
圭
要
な
部
分
に
お
い
て
、
労
資
協
調
の
線
に
沿
っ
た
人
間
協
力
の
実
現
に
む
け
ら
れ
て
い
る
。

　
「
ア
メ
リ
カ
経
済
の
寛
争
性
」
　
Ｏ
◎
旨
君
葦
亮
Ｏ
茅
量
ｏ
奪
◎
、
＞
旨
・
ユ
９
目
■
８
昌
旨
Ｈ
に
つ
い
て
驚
異
の
報
告
書
を
書
い
た
・

フ
ラ
ン
ス
訪
米
経
済
視
察
団
が
、
元
来
ヨ
ー
ロ
ツ
バ
に
お
い
て
も
独
、
英
よ
り
逢
か
に
工
業
的
後
進
国
の
人
友
で
あ
り
、
労
働
組
合

の
基
本
的
理
念
に
「
戦
斗
的
革
命
団
体
」
を
目
標
と
す
る
サ
ン
デ
イ
カ
リ
ス
ト
（
Ｏ
昌
ａ
訣
・
註
昌
（
ま
宗
・
害
Ｈ
¢
宗
岸
ミ
邑
）
の
国

の
人
六
で
あ
つ
た
こ
と
を
知
る
な
ら
ば
、
全
く
対
照
的
な
労
働
組
合
を
ア
メ
リ
ヵ
に
瞥
見
し
た
こ
と
に
な
ん
ら
の
不
思
義
は
な
い
・

　
労
働
組
合
が
生
産
性
に
如
何
に
寄
与
し
、
ま
暮
胃
Ｏ
◎
…
；
邑
ｏ
葦
◎
一
・
に
よ
つ
て
労
資
関
係
が
改
善
さ
れ
た
か
、
こ
こ
に
擬
括
す

れ
ば

　
（
、
）
　
労
働
組
合
の
要
求
に
・
よ
っ
て
、
賃
銀
の
引
上
げ
が
行
わ
れ
た
か
ら
、
経
営
者
は
漸
次
、
生
産
に
科
学
的
管
理
を
適
用
し
、

生
産
の
増
大
を
企
図
し
た
。

　
（
ｂ
）
　
労
働
双
方
の
実
撃
９
０
◎
旨
旨
昌
｛
９
巨
昌
に
役
立
っ
た
。

　
（
Ｃ
〉
苦
情
処
理
が
適
切
に
解
決
さ
れ
る
。

　
（
ｄ
）
　
一
時
解
雇
Ｈ
ミ
ー
◎
需
の
基
準
が
た
て
ら
れ
た
。

　
（
ｅ
）
　
企
業
の
内
容
は
公
認
会
計
士
に
よ
っ
て
作
製
さ
れ
、
公
表
さ
れ
る
貸
借
対
照
表
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
る
か
ら
、
労
資
関
係

を
改
善
す
る
こ
と
に
役
立
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
労
働
組
合
の
特
質
と
協
約
の
バ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
（
森
川
）

二
五
七
（
七
九
一
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
八
（
七
九
二
）

　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
五
．
六
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
労
働
協
約
の
バ
タ
ー
ソ
Ｈ
）
牡
ａ
；

ゼ
ネ
ラ
ル
．
下
タ
ド
。
§
；
一
婁
写
冒
き
ら
九
五
・
年
五
月
二
十
九
日
Ｃ
．
Ｌ
．
、
傘
下
の
禽
組
合
自

動
車
・
航
震
・
麓
具
労
働
組
合
尋
・
書
葦
、
、
・
、
、
§
、
け
曽
目
、
、
－
・
、
、
。
、
、
、
自
、
曽
、
、
冒
。
、
。
冒
。
目
け
考
。
、
庁
。
、
。
。
。
、
、
旨
。
、
、
。
曽
、

＞
雪
菱
李
；
；
曇
一
ｇ
。
。
・
き
婁
邑
・
隻
・
暮
、
・
冨
と
、
有
動
期
限
五
カ
年
契
約
の
協
約
を
緒
緒
し
た
。

つ
づ
い
て
二
九
五
。
年
八
月
十
亘
ヰ
フ
ト
嚢
一
会
杜
。
。
尋
一
申
亭
。
・
旨
・
曹
目
・
き
．
、
．
。
．
傘
下
の
肉
罐
諾
工
組
合

婁
一
；
一
碁
書
雪
。
。
一
；
曇
一
£
馨
・
麦
一
幕
・
曇
警
、
、
自
、
一
、
。
。
一
、
、
、
、
。
、
胴
曽
目
、
、
嘗
一
、
。
目
吻
と
の
間
に
ニ
カ
年

有
効
の
協
約
（
一
九
五
二
年
八
月
十
一
日
限
り
）
が
締
緒
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
協
約
の
有
効
期
限
は
潮
次
、
長
期
化
の
傾
向
隻
る
。
労
働
省
に
淳
る
研
雰
析
に
よ
つ
て
為
完
る
如
く
、

大
小
企
業
体
は
え
ら
の
バ
て
；
デ
ル
一
に
従
つ
て
、
こ
の
バ
タ
、
ン
に
近
い
協
約
締
縞
を
希
望
し
て
い
る
。
こ
普
協
約

の
中
核
を
享
も
の
は
「
金
の
卵
一
婁
曇
を
生
む
鶏
を
讐
な
い
よ
う
に
、
最
高
限
度
有
効
に
協
約
締
結
隻
た
つ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
・
Ｇ
．
Ｍ
．
の
Ｃ
．
・
…
系
の
禽
組
合
と
の
協
約
は
全
く
漸
新
篭
の
で
、
し
か
皇
産
性
向
上
の
た
め
の
改

良
的
要
素
Ｈ
旨
－
一
；
く
ｏ
冒
９
昌
岸
高
け
冒
を
挿
入
し
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

ス
ペ
ソ
グ
ラ
ー
。
・
妻
一
一
ニ
ダ
ー
峯
胃
一
雲
婁
書
§
・
一
旨
、
２
弓
・
ヴ
・
・
。
§
ダ
ン
ロ
ツ
プ
、
、
自
、
一
一
。
。
等
の
厚
生
経

済
学
者
等
は
キ
ー
・
↑
ゲ
ン
の
義
責
言
星
畠
萎
持
し
て
い
る
が
、
重
要
嚢
五
拾
種
を
と
り
淳
て
、
そ
の
協

約
を
見
習
い
・
他
の
企
業
の
協
約
が
締
縞
荒
て
い
る
と
い
う
。
鉄
鋼
業
に
さ
て
は
ユ
、
．
エ
ス
．
ス
テ
イ
、
ル
、
自
動
軍
工
業

宝
い
て
は
ゼ
ネ
ラ
ル
千
夕
－
・
羅
詰
業
に
き
て
は
ス
ヰ
フ
嘉
詰
会
杜
等
の
労
働
協
約
を
パ
タ
、
ン
と
し
て
、
蓋



を
最
大
隈
度
に
決
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
賃
銀
と
余
暇
の
獲
得
に
よ
り
労
働
者
の
地
位
は
漸
次
向
上
し
て
い
く
と
い
う
説
で
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
大
体
こ
れ
を
支
持
し
て
い
る
、

　
近
来
・
労
働
協
約
は
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
を
と
わ
ず
一
般
的
で
あ
り
、
一
括
し
て
提
案
弓
津
。
庁
蟹
胴
、
曳
津
、
帽
讐
一
目
｛
旨
口
ｑ
さ
れ
る
よ
う
で

あ
今
労
働
賃
銀
考
素
窃
労
働
時
間
口
昌
冨
の
ほ
か
、
Ｇ
・
Ｍ
・
の
協
約
に
お
い
て
は
第
九
条
よ
り
第
五
十
五
条
を
通
じ
て
苦
情

処
理
の
条
項
を
挿
入
し
て
あ
る
こ
と
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
第
五
十
六
条
よ
り
第
七
十
五
条
に
か
け
て
、
先
任
権
ｏ
ｏ
。
目
｛
。
、
｛
、
、

に
つ
い
て
、
こ
れ
叉
か
な
り
詳
細
な
規
定
を
設
け
て
い
る
。

　
賃
銀
に
つ
い
て
は
同
一
価
値
労
働
同
一
賃
銀
の
原
則
目
ｐ
；
一
弓
く
、
冒
目
一
量
一
考
。
、
斤
が
最
低
賃
銀
決
定
に
あ
た
り
労
働
力
相

互
間
に
存
す
る
賃
銀
実
状
の
不
公
正
を
是
正
す
る
目
的
の
た
め
に
と
ら
れ
た
。
従
来
は
男
子
に
高
く
、
女
子
に
低
か
つ
た
。
同
一
産

業
部
門
内
に
お
け
る
、
同
一
労
働
に
対
す
る
地
域
的
な
差
異
も
あ
つ
た
。
こ
の
原
則
の
監
視
は
連
邦
政
府
の
洲
際
産
業
委
員
が
こ
れ

に
当
つ
て
い
る
。

基
準
賃
銀
。
・
茎
邑
琴
の
祭
、
超
過
勤
務
手
鴬
書
ぎ
．
雪
が
あ
る
。
所
謂
オ
上
－
．
ク
イ
ム
芸
つ
て
、
ス

ヰ
フ
ト
の
協
約
第
十
二
条
Ｃ
項
に
よ
れ
ば
、

　
ｏ
。
ま
津
鼻
（
。
）
冒
二
）
邑
。
書
Ｈ
斤
｛
ミ
峯
已
ヴ
・
島
事
（
ｏ
・
）
一
一
昌
尋
皇
・
ヴ
色
・
書
亭
毒
、
庁
ま
一
享
、
♂
、
｛
（
ら
）
チ
。
目
、
・
。
．

　
労
働
時
間
「
一
日
八
時
間
、
一
週
四
十
時
間
」
に
対
し
て
、
第
十
三
条
Ａ
項
は
特
定
の
休
目
の
勤
務
は
二
倍
の
賃
銀
の
支
払
を
規

定
し
て
お
り

　
ｏ
ｏ
ミ
奉
鼻
（
６
一
）
昌
９
ｏ
亭
¢
篶
雲
Ｈ
胃
量
箒
◎
二
・
｛
・
。
プ
昌
事
電
巨
ぎ
Ｈ
含
フ
昌
冨
考
。
、
斤
、
ｏ
。
目
、
プ
。
巨
津
、

　
超
過
勤
務
は
一
般
的
に
五
割
増
で
あ
る
。

　
　
ア
メ
圭
に
書
嘉
働
蓉
篇
質
と
薯
の
パ
亨
ン
に
つ
い
て
一
森
川
一
　
　
　
ｉ
一
王
九
（
七
九
三
）



　
立
命
館
経
済
学
、
（
第
一
巻
・
第
五
・
六
号
）
　
，
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
〇
（
七
九
四
）

尚
Ｇ
・
Ｍ
・
で
は
労
働
時
間
の
条
項
に
「
超
過
勤
務
手
当
計
算
の
た
め
に
」
と
い
う
特
別
の
文
句
を
挿
入
し
て
い
る
。

○
．
芦
（
ｏ
．
Ｈ
）
冒
二
一
岩
看
｛
◎
。
。
窃
◎
｛
８
旨
勺
葦
品
◎
き
ま
旨
ｏ
肩
弩
ま
冒
勺
ミ
ま
Ｈ
晶
巨
曽
・
き
麦
轟
｛
ミ
計
９
昏
二
さ
婁

２
目
｛
手
¢
冒
口
ｑ
目
－
胃
尋
◎
寿
サ
胴
尋
８
斤
オ
３
『
｛
チ
◎
弓
尋

　
交
替
制
○
ｏ
プ
事
は
第
ニ
シ
フ
ト
、
四
セ
ン
ト
増
、
第
三
シ
フ
ト
深
夜
業
は
六
セ
ン
ト
の
プ
レ
、
・
一
ア
ム
が
支
給
さ
れ
る
。
Ｇ
・
Ｍ
・

協
約
第
八
十
九
条
は
夜
勤
手
当
ヨ
胴
巨
○
。
一
・
事
－
、
曇
旨
才
冒
支
給
を
午
後
六
時
よ
り
翌
朝
六
時
迄
と
規
定
し
て
い
る
。

　
ス
ヰ
フ
ト
の
肉
罐
詰
業
に
お
い
て
は
、
労
働
の
種
類
は
拾
万
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
一
般
的
規
約
嵩
曇
胃
＞
零
ｇ
旨
ｇ
“
に

よ
っ
て
、
共
通
の
賃
銀
基
準
蜀
宣
・
ｏ
ｏ
け
竃
睾
己
を
設
け
賃
銀
体
系
の
単
純
化
を
は
か
っ
て
い
る
。

　
奨
励
金
旨
ｏ
竃
芽
ｏ
；
言
曇
昌
は
或
る
産
業
で
は
慣
行
的
に
行
っ
て
き
た
が
通
常
出
来
高
払
の
支
払
方
法
で
あ
っ
て
、
組
合
が
企

業
の
側
に
優
秀
な
能
率
を
あ
げ
う
る
機
械
な
ど
の
購
入
を
提
唱
し
た
場
合
に
も
支
給
さ
れ
る
。

　
消
費
者
物
価
指
数
Ｏ
ｏ
曇
膏
ｏ
易
、
－
、
・
｛
８
Ｈ
邑
異
は
労
働
省
労
働
統
計
局
一
一
一
お
峯
毒
彗
◎
｛
■
巳
さ
・
○
ｏ
葦
ぎ
｛
２
弓
○
ｏ
二
）
２
・
戸

Ｃ
〔
量
一
・
冒
（
奉
、
章
Ｃ
．
■
き
◎
・
奉
＜
一
婁
）
に
よ
る
大
都
市
の
中
庸
度
の
収
入
を
う
る
家
族
の
統
計
で
あ
る
が
通
常
、
生
計
費
指
数

○
ｏ
。
。
；
｛
巨
皇
品
Ｈ
邑
異
と
い
わ
れ
る
、
ビ
ー
タ
ー
ソ
ン
夫
人
は
「
所
定
の
時
期
に
お
け
る
労
働
者
の
受
と
る
実
質
賃
銀
を
決
定
す

る
た
め
に
は
、
そ
の
特
定
の
時
に
、
彼
等
の
受
と
る
貨
幣
賃
銀
と
同
様
に
、
彼
等
が
購
入
せ
ん
と
す
る
生
活
必
需
物
資
の
価
格
を
知

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
（
曽
冒
ｇ
８
ま
冨
買
；
一
〇
〇
…
く
｛
◎
｛
Ｈ
・
き
冒
■
８
一
・
ｏ
冒
豪
二
一
』
ミ
）
と
い
っ
て
い
る
が
、
同
女
史
の
前

掲
書
よ
り
一
九
一
三
年
以
降
の
物
価
指
数
を
参
考
に
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
（
一
九
三
五
年
－
三
九
年
の
平
均
を
一
〇
〇
と
す
る
）
。

　
Ｇ
・
Ｎ
・
は
物
価
変
動
に
応
ず
る
整
調
措
置
と
し
て
生
計
費
指
数
－
｝
．
Ｈ
・
．
ｏ
○
．
Ｏ
◎
豪
…
き
・
ユ
、
一
、
エ
９
－
己
異
に
よ
っ
て
指
数
が
一

ポ
ィ
ン
ト
動
い
た
な
ら
ば
一
セ
ソ
ト
増
額
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
基
本
給
の
修
正
を
行
っ
て
い
る
、
労
働
統
計
局
の
指
数
は
三
カ
月
間

■



卿
附
鴬
瓢
楓
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴬
そ
の
妻
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
間
、
至
げ
采
器

■
１
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
上
　
■
１
　
　
　
　
　
１
■
　
１
■
　
１
■
　
■
１
　
　
１
１
一
　
１
■
　
１
↓
　
‘
・
１
　
　
１
■
　
１
■
　
１
上

３
一
１
０
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
が
宍
？
◎
勺
彗
才
困
Ｏ
ぎ
畠
ｏ
に
よ
っ
て
、
何
時
た

９
１
一

》
一
擦
儀
顯
一
搬
儀
一
。
と
曳
組
、
と
経
営
者
の
蓉
い
が
で
き
る
こ
と
に

ｈ
３
５
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
っ
て
お
り
　
物
価
下
落
の
場
合
に
も
フ
ロ
ア
由
◎
冒

，
　
１
９

Ｓ

甘
閑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
下
に
は
下
げ
な
い
こ
と
を
協
約
に
規
定
し
て
い
る
。

ｍ
庇

鴛
岬
鐵
鵬
撫
鰐
撒
舳
欄
蝋
欄
舳
一
時
間
あ
た
り
平
均
労
銀
は
一
、
五
・
一
、
六
・

ユ
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
弗
で
・
・
Ｍ
・
よ
喜
や
低
率
で
あ
令

血
ｈ肚

（
鷺
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
驚
篇
捌
　
福
利
厚
生
的
収
今
、
一
。
困
。
寅
。
目
。
饒
、

　
　
　
１
１
　
　
１
１
　
　
１
■
　
　
１
■
　
１
１
　
　
１
■
　
　
１
■
　
　
１
■
　
１
■
　
　
■
１
　
　
１
■
　
　
１
■
　
１
■
　
１
■
　
　
１
■
　
　
１
■
　
■
■
　
　
１
■
　
　
１
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
称
フ
リ
ン
ジ
と
い
わ
れ
て
巾
る
も
の
で
、
ス
ヰ
フ

ト
に
も
あ
る
が
屠
殺
に
従
事
す
る
労
働
者
に
た
い
し
て
作
業
衣
の
無
料
支
給
お
よ
び
、
そ
の
洗
濯
費
の
如
き
も
の
が
こ
れ
で
あ
る
。

　
天
引
制
度
Ｏ
ぎ
ｏ
甲
◎
萬
ｏ
○
苫
言
旨

　
組
合
費
支
払
の
方
法
で
あ
る
。
組
合
費
－
）
一
嚢
は
平
均
労
銀
年
総
額
の
二
分
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
乃
至
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
入

会
金
－
目
ま
葦
昌
寿
¢
は
大
体
年
間
労
銀
総
額
の
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
り
Ａ
・
亙
・
，
１
・
・
傘
下
の
組
合
費
が
全
般
に
Ｃ
・
１
・
Ｏ
・

よ
り
高
額
で
あ
る
。

　
先
任
権
の
原
則
ｏ
ｏ
彗
一
睾
耳
寄
｛
昌
｛
¢
に
つ
い
て

　
労
働
者
の
勤
続
年
隈
す
な
わ
ち
先
任
権
が
ア
メ
リ
カ
で
は
解
雇
の
場
合
重
大
な
関
係
を
も
つ
こ
と
、
特
に
土
木
建
築
業
窒
一
曇
轟

、
－
一
§
宇
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
。

　
　
ア
メ
リ
カ
に
拍
け
る
労
働
組
合
の
特
質
と
協
約
の
パ
タ
ー
ン
に
．
つ
い
て
（
森
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
一
（
七
九
五
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
、
、
、
、
－
一
．
、
当
、
・
く
∴
．
一
一
、
∴
、
、
、
，
、
、
、
．
。
一
．
．
，
葦
，
．
苫
ミ
一
、
、
，
、
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
二
（
七
九
六
）

　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
五
．
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

Ｇ
．
Ｍ
．
の
協
約
は
労
讐
の
窪
権
獲
得
の
始
期
と
終
期
を
明
確
に
規
定
し
、
例
え
ば
雇
用
の
呈
り
九
古
目
に
き
て
、
・

始
め
て
先
佳
権
蓋
得
し
６
．
崖
．
膏
暮
一
ｓ
格
別
の
先
任
権
葵
理
由
に
該
当
↓
き
場
合
で
嘉
六
十
八
歳
の
停
年

制
に
よ
っ
て
、
自
動
的
に
先
任
権
を
失
う
（
○
・
声
震
ア
）
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

先
任
権
農
則
は
昇
給
・
交
替
制
、
休
暇
、
昇
進
、
退
職
金
、
年
金
恩
給
そ
の
他
種
六
の
福
魏
設
す
。
目
、
。
、
墨
用
さ
れ
る
。

経
営
者
側
は
撃
原
則
・
或
は
労
働
移
動
性
の
阻
止
等
の
理
由
か
ら
反
対
す
る
の
で
あ
る
が
、
事
実
重
要
の
原
則
と
し
て
、
一
時

解
雇
一
キ
◎
意
雇
用
婁
ユ
目
胴
の
手
続
６
・
芦
オ
・
・
甲
さ
一
及
び
先
任
権
の
一
般
規
定
。
、
目
。
、
曹
一
弓
、
。
く
一
。
。
一
。
旨
。
。
、
。
困
、
、

事
苔
目
一
喜
…
…
一
・
．
芦
オ
・
．
ベ
エ
ｅ
菩
む
詳
細
姦
定
が
雲
十
六
条
以
下
第
七
十
五
条
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
憂
的
規
定
・
・
嚢
；
・
菱
・
三
・
・
声
琴
屋
－
曇
一
童
び
年
金
と
健
康
保
険
一
。
．
旨
．
オ
。
．
嚢
一
に

よ
っ
て
ま
と
め
完
た
こ
の
労
働
協
約
は
・
ア
メ
リ
カ
労
働
組
合
の
歴
港
き
て
劃
記
的
奪
の
で
書
、
同
時
隻
、
道
標
で

あ
る
。

　
そ
の
顕
著
な
特
色
を
櫛
括
す
る
な
ら
ぱ

　
第
一
、
有
効
期
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

通
常
労
働
協
約
期
限
は
一
年
が
大
多
警
し
め
一
年
乃
至
二
年
が
従
来
の
例
差
つ
た
が
、
・
Ｍ
は
五
カ
年
契
約
で
あ
る
。

第
二
・
葉
賃
銀
の
ほ
か
に
、
種
六
の
福
利
的
薫
の
菩
め
た
こ
と
一
考
曽
困
、
勺
、
。
ポ
一
胴
。
一

　
　
ａ
・
年
二
．
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
イ
ム
プ
ル
ー
ブ
メ
ン
ト
・
フ
ア
ク
タ
ー
に
よ
る
賃
銀
増
額

　
　
ｂ
、
　
ヱ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
・
ク
ロ
ー
ズ

　
　
　
　
最
低
賃
銀
ま
冒
を
き
め
、
．
生
計
費
指
数
Ｏ
」
、
・
Ｈ
一
一
｛
。
、
に
比
例
し
て
増
額
す
る



　
　
Ｃ
、
　
フ
リ
ソ
ジ

　
　
　
　
福
利
厚
生
一
時
間
に
つ
き
三
セ
ン
ト
増

　
第
三
、
杜
会
保
障
制
度
ｏ
．
８
己
ｏ
．
８
一
、
、
身

　
Ｇ
．
Ｍ
・
第
百
五
拾
三
条
に
規
定
す
る
補
助
規
約
◎
。
一
一
毫
Ｈ
、
旨
一
、
目
“
夢
Ｈ
＞
困
、
。
、
冒
、
目
一
・
。
に
よ
る

　
　
・
、
年
金
　
○
．
嵩
．
十
〇
〇
．
Ｏ
ｏ
．
ザ
Ｈ
８

　
　
　
　
月
額
百
弗
に
な
る
よ
う
に
不
足
分
を
Ｇ
・
Ｍ
・
が
負
担
す
る
。
杜
会
保
障
は
漸
次
璃
額
省
れ
る
か
ら
、
Ｇ
．
Ｍ
．
の
負
担

　
　
　
　
は
軽
く
な
る

　
　
ｂ
、
団
体
生
命
保
険

　
　
・
、
一
種
の
健
康
保
険
目
◎
。
。
官
邑
一
・
註
昌

　
第
四
、
契
約
権
Ｏ
◎
鼻
量
暮
邑
、
芭
、
“

　
組
合
は
経
営
権
に
参
か
く
す
る
た
め
、
一
九
四
八
年
の
ノ
ー
・
ス
ト
ラ
ィ
ク
。
ク
ロ
ー
ズ
の
除
去
、
乃
至
業
務
割
宛
〕
。
げ
＞
。
。
。
。
肘
．

　
冒
冒
昌
“
の
場
合
、
経
営
者
側
は
組
合
に
相
談
す
る
こ
と
の
要
請
。

　
以
上
の
如
き
特
色
を
盛
っ
た
労
働
協
約
は
十
年
先
の
見
透
し
を
つ
け
た
遠
大
な
も
の
と
い
う
ぺ
く
、
他
の
企
業
体
の
そ
デ
ル
に
な

る
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
で
、
Ｇ
・
Ｍ
・
と
し
て
も
、
そ
の
独
自
の
企
業
体
の
独
裁
制
宙
一
一
、
、
、
一
、
。
、
、
。
｝
を
発
揮
し
、
経
営
権
は
あ
く

迄
も
会
杜
側
に
お
い
て
、
労
働
組
合
の
経
営
へ
の
浸
透
を
認
め
な
い
。
今
後
も
企
業
の
経
営
権
の
重
要
な
も
の
は
簡
単
に
は
ゆ
ず
ら

な
い
方
針
ノ
」
あ
る
。

　
　
ア
メ
ツ
カ
欠
お
け
る
労
働
組
合
の
特
贋
と
協
約
の
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
（
森
川
）
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
二
六
；
（
七
九
七
）
．



　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
五
・
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
四
（
七
九
凡
）

　
経
営
者
は
他
方
、
組
合
と
友
好
関
係
を
結
び
、
経
営
の
安
定
を
目
標
に
、
経
営
者
側
に
ぼ
と
ん
ど
全
部
の
経
営
権
を
委
せ
て
お
く

な
ら
ば
、
組
合
員
の
賃
銀
引
上
そ
の
他
年
金
等
充
分
に
考
慮
す
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
か
た
は
ス
ペ
ン
グ
ラ
ー
教
授
も
是
認
し
、
大

体
ア
メ
リ
カ
の
傾
向
の
よ
う
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
一
方
組
合
の
独
裁
制
は
た
え
ず
、
組
合
の
力
の
増
大
、
仕
事
の
確
保
、
生
活
程
度
の
引
上
げ
を
目
標
に
、
継
続
的
な
安
定
性
の
確

保
に
努
め
て
い
る
。

経
営
の
ビ
ュ
ー
口
ー
ク
ラ
シ
イ
に
対
し
て
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
と
し
て
所
謂
投
書
函
ｏ
ｏ
自
竈
尋
｛
昌
曳
員
の
よ
う
な
も

の
を
設
け
て
、
絶
え
ず
、
組
合
員
の
技
術
的
改
良
の
提
案
を
聞
き
、
良
き
案
の
提
示
者
に
賞
金
を
与
え
る
と
い
う
例
も
あ
る
。

　
総
体
的
に
ア
メ
リ
カ
の
労
働
組
合
は
協
約
に
規
定
さ
れ
た
、
小
範
囲
の
人
事
権
叉
は
生
産
の
技
術
の
面
で
の
経
営
参
加
以
外
は
も

た
な
い
。

　
　
　
　
　
参
　
　
考
　
　
文
　
献
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易
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§
烹
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戸
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亭
・
匡
き
宙
・
曇
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虜
Ｈ
§
（
声
く
．
豪
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・
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雪
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目
◎
冒
ｐ
畠
一
ｐ
　
　
　
　
一
雪
巨
冒
彗
ｏ
８
毛
お
昌
（
オ
．
く
．
雪
ミ
８
…
一
寅
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ｅ
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・

勺
。
箒
、
。
。
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目
二
、
一
。
、
彗
。
。
．
ｏ
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…
く
｛
◎
｛
５
一
・
冥
目
８
；
冒
｝
易
寄
多
＆
お
８
（
茅
考
く
ｇ
斤
Ｌ
気
｛
ｓ
俸
軍
・
手
雪
。
・
）

寄
着
。
冨
口
。
し
・
・
（
｝
・
　
一
一
一
一
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ｏ
ｏ
？
冒
巨
葛
・
｛
■
争
昌
竃
害
訂
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宕
ヨ
（
ま
庁
５
一
；
弓
彗
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…
彗
岩
彗
お
具
ｏ
Ｄ
＆
・
ｕ
・
）

一
、
、
、
。
冒
麦
一
一
〇
婁
…
二
、
；
守
↓
喜
ま
■
Ｏ
・
烹
・
二
く
こ
一
罧
賢
目
具
雲
◎
・
（
茅
・
く
イ
・
３

ｃ
巴
享
邑
亭
・
－
穴
・
　
一
＞
冒
ｏ
ユ
・
竃
ｏ
毛
ま
５
昌
宕
ｓ
（
５
。
。
一
旨
）

■



づ
目
目
－
◎
？
デ
弓
．
臼
目
｛
昌
ご
ｒ
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．
ｂ
・
…
一
一
－
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考
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胴
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｛
官
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〇
一
旨
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目
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宙
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１
考
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二
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目
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目
昌
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簑
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目
げ
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目
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目
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目
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目
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目
Ｐ
自
ｏ
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一
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｝
　
一
り
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曽
－
旨
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胴
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…
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嘗
【
く
宵
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Ｃ
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箏
－
く
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勺
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ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
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ン
ー
◎
◎
Ｈ
９
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－
人
ｏ
＝
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Ｈ
自
｛
ｏ
ｕ
・
？
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■
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目
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旨
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犀
ｏ
く
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ｏ
戸

「
団
体
交
渉
」
　
（
資
料
）
労
働
省
（
昭
和
二
十
六
年
）

「
ア
メ
リ
カ
経
済
の
発
展
」
都
留
重
人
（
昭
和
二
十
六
年
勤
章
書
房
）

「
法
律
時
報
」
九
月
号
（
労
働
鶴
約
の
現
実
分
析
藤
囲
若
雄
）

ｏ
◎
ご
８
＝
さ
宙
賢
口
ｑ
巴
巳
目
閑
＞
胴
『
究
冒
竃
“
（
ｏ
昌
雪
巳
冒
ｇ
◎
易
ｏ
◎
｛
ミ
ｐ
二
；
）

呂
婁
一
雪
＞
胴
８
ｏ
昌
竃
一
（
Ｏ
ｏ
考
罵
“
印
Ｏ
◎
冒
勺
竃
｝
）

「
労
働
社
会
学
」
尾
高
邦
雄
（
河
閏
書
房
）

「
経
済
学
小
辞
典
」
大
阪
市
大
経
済
研
究
所
（
岩
波
昭
和
二
十
六
年
）

「
ア
メ
リ
カ
の
労
務
管
理
」
淡
路
円
治
郎
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
昭
和
二
十
七
年
）

崖
呂
（
ズ
ｏ
婁
く
冒
８
冒
ｏ
冒
…
ｐ
目
）

■

ア
メ
リ
カ
に
拍
け
る
労
働
組
合
の
備
質
と
協
力
の
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
（
森
川
）

二
六
五
（
七
九
九
）


